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検証候補地

次世代社会インフラ用ロボット開発・導入の推進 －トンネル維持管理技術の公募－ 【公募要領】

○本公募において、公募時点では以下の現場を検証候補地として予定しています。

○ただし，応募者からの提案及び費用等を踏まえた協議を経て、ここに挙げる検証候補地以外の検証現場やその
他の試験施設等により検証を実施する可能性があります。

【様式への記載事項】

トンネル
維持管理

【トンネル点検ロボット 検証現場候補】
新善 募技

応募者は、応募時点でここに挙げる検証候補地から検証を希望する場所を選び、、様式－Ｂ－２「技術概要書」の「現
場検証に関する事項」の「４．検証場所に関する提案」に、Ａ～Ｄの記号で記載してください。なお、選んだ検証候補地で
検証する際、施設利用、運搬、設置、費用に関する条件等がある場合は、併せて記載してください。

応募者は、応募技術の特性を把握するため、前項で記載した場所における検証方法について提案をすることが出来ま
す。提案する場合は、様式－Ｂ－２「技術概要書」の「現場検証に関する事項」の「５．検証方法に関する提案」に記載し
てください。

A.新善波トンネル・・・・・・・・・・・・・・公募技術［１］［２］［３］
B.下鶴間トンネル・・・・・・・・・・・・・・公募技術［１］［２］［３］
Ｃ.積丹トンネル・・・・・・・・・・・・・・公募技術［１］［２］［３］
Ｄ.トンネル実験施設

（国土技術政策総合研究所）・・・公募技術［１］［２］［３］

A 新善波トンネルA．新善波トンネル

神奈川県伊勢原市

Ｃ．積丹トンネル

北海道積丹郡

国総研、土研（茨城県つくば市）

Ｄ．トンネル実験施設
（国土技術政策総合研究所）

B．下鶴間トンネル
神奈川県大和市
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次世代社会インフラ⽤ロボット開発・導⼊に係る検証候補地
トンネル維持管理技術

A.新善波トンネル（神奈川県伊勢原市〜神奈川県秦野市）
■検証現場
A.新善波トンネル（神奈川県伊勢原市 神奈川県秦野市）

■トンネル諸元（⼀般国道246号、延⻑：260m、竣⼯：1963年）
トンネル名 トンネル分類 トンネル等級 交通量

トンネル延長
（m）

内空断面積
（m2）

路線名 完成年次 所在地

新善波トンネル
陸上トンネル

掘進工法
B 27760台/日 260 71.7

一般国道
246号現道

1963年
神奈川県伊勢原市～

神奈川県秦野市

トンネル概観

新善波トンネル

位置図
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標準断面図

平面図平面図
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次世代社会インフラ⽤ロボット開発・導⼊に係る検証候補地
トンネル維持管理技術

■検証現場
B.下鶴間トンネル（神奈川県⼤和市下鶴間〜深⾒⻄）

■トンネル諸元（⼀般国道246号、延⻑：731.7m、竣⼯：1986年）

トンネル名 トンネル分類 トンネル等級 交通量
トンネル延長

（m）
内空断面積

（m2）
路線名 完成年次 所在地

一般国道 神奈川県大和市下鶴間～
下鶴間トンネル 開削工法 A 46393台/日 731.7 42.7

一般国道
246号現道

1986年
神奈川県大和市下鶴間～

深見西

トンネル概観（上り） トンネル概観（下り）

位置図
下鶴間トンネル
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標準断面図標準断面図

平面図
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次世代社会インフラ⽤ロボット開発・導⼊に係る検証候補地
トンネル維持管理技術

■検証現場
Ｃ.積丹トンネル（北海道積丹郡積丹町神崎町〜古宇郡神恵内村川⽩ノット）

■トンネル諸元（⼀般国道229号、延⻑：765.0m、竣⼯：1996年）

トンネル名 トンネル分類 トンネル等級 交通量
トンネル延長

（m）
内空断面積

（m2）
路線名 完成年次 所在地

上部半断面 一般国道 北海道積丹郡積丹町神崎町～
積丹トンネル

上部半断面
先進工法

Ｃ 1235台/日 765.0 60.7
般国道

229号現道
1996年

北海道積丹郡積丹町神崎町～
北海道古宇郡神恵内村川白ノット

トンネル概観（起点側坑口） トンネル内部概観

位置図
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標準断面図標準断面図

側面図
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次世代社会インフラ⽤ロボット開発・導⼊に係る検証現場（候補）
トンネル維持管理技術

Ｄ.国⼟技術政策総合研究所（茨城県つくば市旭１）
■検証現場

国土技術政策総合研究所の実験施設

概観施設内部
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コンクリート舗装

実大ト ネ

[断面図]

100200

実大トンネル
Tunnel Length 700m

鉄筋コンクリート構造
R.C.Structure 400m

鉄骨構造
Steel Structure 300m

ルーバ構造
Louver 200m

鉄板構造
Steel Plate

水噴霧施設
Sprinkier

100100m200m 100m

換気所 電気室 計測室
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参考資料１検証候補地の参考情報

B.トンネル実験施設（国⼟技術政策総合研究所）（茨城県つく
ば市旭１）
http://www.nilim.go.jp/japanese/nilim‐pr/sisetuinfo/labo/road.html#r06

<<参考１>>トンネル点検の費用について
※直轄国道事務所における点検費用（概算）

【事例１】
約16百万円（10トンネル、総延長約2.9km、高所作業車・照明車を使用）

【事例２】
約10百万円（ 6トンネル、総延長約1.1km、高所作業車・照明車を使用）

<<参考２>>トンネル点検の頻度について

※上記の点検費用は、現地での実査だけでなく、検査結果の記録までを含みます。

<<参考２>>トンネル点検の頻度について

○全国にあるトンネルは約10，000箇所。
そのうち、直轄国道のトンネルは1，400箇所。

○直轄国道のトンネルは、5年に1度または2年に1度の定期点検を行ってい
る。
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